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継
　
　
　
　
　
　
新
年
度
各
会
計
予
算

欺
　
　
　
　
　
　
を
は
じ
め
、
条
例
、

　
欺
　
　
　
　
　
　
請
願
等
約
三
十
件
が

以
　
　
　
　
　
　
提
案
さ
れ
る
。
新
年

継×
　
　
　
　
　
　
度
の
一
般
会
計
予
算

継
　
　
　
　
　
　
は
、
総
額
四
億
四
千

欺×
　
　
　
　
　
　
三
百
三
十
三
万
八
千

欺
円
と
軽
く
四
億
の
大
台
を
突
破
し
、

　
欺
前
年
度
当
初
額
に
対
し
て
四
二
，
％
増

欺
と
い
う
大
型
予
算
と
な
っ
た
。
大
幅

　

㎜
欝
雛
凱
藷
欝
務
狩
輪

以
復
旧
費
の
増
、
林
道
開
設
費
の
計
上

　
×
等
が
お
も
な
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
除

　
取
く
と
一
七
・
九
％
ゐ
増
と
な
り
、
妥

　
×
当
な
の
ぴ
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

　
朕
予
算
に
は
総
合
開
発
計
画
第
二
年
度

欺
と
し
て
の
事
業
が
全
面
的
に
盛
り
込

　
欺
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
国
県
補

　
×
助
等
が
の
ぴ
て
い
る
こ
と
も
特
記
す

磐
き
事
項
で
あ
る
・
特
別
会
計
畠

　
欺
保
が
は
じ
め
て
一
億
を
越
え
、
農
業

㎜
共
済
、
水
道
等
五
つ
を
合
計
し
て
二

朕
億
一
千
四
百
万
円
、
一
般
会
計
と
合

欺
わ
せ
て
総
額
六
億
五
千
万
円
を
越
え

欺
る
新
年
度
予
算
が
、
月
末
ま
で
つ
づ

撃
議
会
で
審
議
さ
れ
る
・

×

日
論
戦
が
行
な
わ
れ
て
い
る
．
減
綴

目
標
三
六
五
ト
ン
（
六
〇
八
三
俵
）
以

こ
の
た
め
の
減
反
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
朕

（
水
田
総
面
積
の
六
・
二
四
％
）
点

い
う
内
示
を
も
ら
っ
た
町
と
し
て
も
欺

米
生
産
調
整
推
進
協
議
会
を
中
心
に
淑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
瑚
瓢
綿
艶
憐
擁
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
米
の
生
獄

産
調
整
に
「
男
す
る
」
と
答
え
痴

も
の
が
一
二
・
七
，
％
、
こ
れ
に
「
仕
撤

方
な
く
男
す
る
」
と
い
三
九
点

○
％
を
加
え
る
と
過
半
数
の
五
一
・
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
協
欺

力
し
な
い
」
は
二
三
・
七
　
％
だ
が
、
嶽

休
耕
す
る
意
志
に
つ
い
て
は
逆
に
燃

な
い
」
と
答
え
た
も
の
が
過
半
数
の
朕

五
二
・
二
％
、
「
あ
る
」
と
し
た
胤

の
一
七
・
τ
％
で
休
耕
予
定
は
三
六
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
地
区
別
に
見
る
と
仙
田
地
区
欺

に
休
耕
希
望
が
圧
倒
的
に
多
く
、
約
罧

勝
態
隣
↑
避
課
露
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盾
し
た
点
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
欺

農
家
の
複
雑
な
気
持
が
反
映
さ
れ
た
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。
（
M
）
取

×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
欺

囹
行
　
　
　
事

▲
三
　
月

酔
町
儲
蕪
議
研
修
会
、

　
午
後
一
時
か
ら
千
手
小
学
校
で
開
く

十
五
日
　
町
内
各
中
学
校
卒
業
式

二
十
三
日
　
川
西
幼
稚
園
卒
園
式

　
〃
　
　
　
世
界
気
象
デ
ー
、
世
界
気

　
象
機
関
条
約
発
効
日
（
一
九
五
〇
年

　
三
月
二
三
日
）
を
記
念
す
る
も
の
で

W
M
O
（
世
界
気
象
機
関
）
発
足
十

　
周
年
に
際
し
て
、
気
象
事
業
の
国
際

　
協
力
の
意
義
を
認
識
し
、
そ
の
発
展

　
を
祈
っ
て
一
九
六
一
年
に
制
定
さ
れ

　
た
。
わ
が
国
が
こ
の
条
約
に
加
人
し

　
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
日
、

　
加
盟
国
一
一
四
、
加
盟
領
域
一
二
、

二
十
五
日
　
町
内
各
小
学
校
卒
業
式

　
〃
　
　
　
保
育
園
終
了
式
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米
の
生
産
調
整
間
題

ア
ン
ケ
ー
ト
は
“
わ
か
ら
な
い
”
が
目
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
で
対
策
を
検
討

　
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
報
道

に
よ
っ
て
ご
存
じ
の
と
お
り
、
国
は
、

米
の
問
題
に
つ
い
て
、
消
費
が
減
退
す

る
い
っ
ぽ
う
で
生
産
は
蓄
し
く
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
は
恒
常
的
な
過

剰
状
態
に
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

　設間
回

生産調整に協力できるか 休耕する意志があるか

　答
　　区
地区1

協力
す　る

しかた

なく協
力する

協力
しない

わから

ない
記入
な　し

計 ある ない
わから

ない
記入
な　し

計

千手
戸数 28 156 105 94 4 585 耳5 222 115

F
　
5 585

％ 75 40．5 26．8 2塘 ：LO 100 1よ7 57．7 295 工5 100

戸数 う1 92 55 69 ｝ 247 5う 　●145 69 一 247
上野

％ 12．6 う72 225 27．9 一 100 1う淋 58．7 279 ｝ 100

橘
戸数 う7 149 99 71 ｝ 556 55 205 98 〔 556
％ 10．4 u9 27．8 19．9 ｝ 100 155 57ρ 275 一 100

山田
戸数 100 176 90 ユ59 1 506 122 211 17う ｝ ラ06

％ 19』7 う4．8 17．8 275 0．2 100 2生1 駄7 う42 徹 コ00

合計
戸数 1％ 575 547 う75 5 1淋94 255 781 455 5 工494
％ 12．7 う9ρ 2五7 25ρ 0．う 100 17ユ 52．2 3鰭 ゆ5 100

事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
稲
か
ら
他
作

物
へ
の
作
付
転
換
、
ま
た
は
、
休
耕
等

に
よ
る
生
産
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
に
あ

っ
て
議
会
・
農
委
・
農
協
・
町
か
ら
な

る
川
西
町
米
生
産
調
整
推
進
協
議
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
さ
る
二
月
二
十
四
日
に
第

㎝
醐
の
協
議
会
を
開
き
、
県
段
階
の
情

溌
報
告
・
市
町
村
配
分
量
の
内
示
な
ど

を
中
心
と
し
て
熱
心
に
ご
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
．

　
す
で
に
、
こ
と
し
の
作
付
期
を
控
え

て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
協
議
会
を
継

続
し
て
す
み
や
か
に
闘
麟
し
な
が
ら
対

策
を
進
め
て
ゆ
く
万
針
で
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
、
差

し
迫
っ
て
は
い
ま
す
が
、
十
分
に
ご
研

究
い
た
だ
い
て
、
生
産
調
整
の
円
滑
で

適
正
な
実
施
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
な
お
、
先
ご
ろ
実
施
し
た
生
産
調
整

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
上
に
掲
げ
た
表
の
と
お
り
で
し

た
。
調
査
対
象
お
よ
ぴ
回
答
率
は
次
表

の
と
お
り
で
す
．

45．2．2ろ集言十生産調整に対する農家の意識

地区名
調　査
対　象
農家数

回答を
寄せた
農家数
回答率

千　手 　一46男 　一58ぢ 8逡

上　野 う04 247 8工う

橘 42う 556 8生2

仙　田 7う彗 506 68．9

合　計 1，924 工494 77．7

※
調
査
対
象
農
家
数
は
、
昭
和
四
十
四

　
年
の
水
稲
耕
作
全
農
家
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
《
農
林
係
V

自
衛
官
の
募
集

　
防
衛
庁
で
、
い
ま
、
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
自
衛
官
を
一
生
の
職
業

に
し
た
い
人
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
人
、
心
身
を
鍛
え
た

い
人
、
貯
金
を
し
て
自
営
の
た
め
の
資

金
を
得
た
い
人
、
い
ず
れ
も
、
ふ
る
っ

て
志
願
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
十
八
歳
以
上
二
十

　
五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
者

試
　
験
　
①
筆
記
試
験
②
身
体
検

　
査
③
簡
単
な
適
性
検
査

身
分
・
待
遇
　
　
特
別
職
の
国

　
家
公
務
員
、
退
職
金
・
年
金
を
支
給

　
本
俸
二
万
五
百
円
昇
給
年
｝
回
賞
与

　
年
四
・
五
か
月
分
、
衣
食
住
医
療
は

　
無
料
、
実
質
給
与
月
約
四
万
円

特
典
①
各
種
国
家
免
許
取
得

②
夜
間
上
級
学
校
通
学
可
能

志
願
手
続
　
役
場
総
務
課
か
自

　
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
募
集
課
（
新

　
潟
市
船
場
町
二
丁
目
）
へ
問
い
合
わ

　
せ
る
こ
と
。

卒
業
名
簿
な
ど
に

　
　
郵
便
番
号

　
卒
業
生
の
名
簿
や
職
員
録
・
住
所
録

な
ど
の
住
所
欄
に
、
ぜ
ひ
、
郵
便
番
号

を
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。
郵
便
番
号
が

入
れ
て
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
を
利
用
す
る
多

く
の
人
た
ち
が
、
そ
の
つ
ど
、
郵
便
番

号
簿
を
調
べ
な
く
て
す
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
「
広
報
郵
政
」
か
ら
）

議
会
定
例
会
は
会
期
十
八
日
で

新
年
度
予
算
を
審
議

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
予
算
案
な
ど
を

審
議
す
る
議
会
三
月
定
例
会
は
、
会
期

十
八
日
間
の
予
定
で
き
ょ
う
十
日
に
招

集
さ
れ
、
本
会
議
は
き
ょ
う
と
あ
す
の

両
日
で
い
っ
た
ん
休
会
し
て
二
十
六
日

に
再
開
、
翌
二
十
七
日
閉
会
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
。

　
ま
た
、
本
会
議
の
休
会
中
は
、
各
常

任
委
員
会
ご
と
に
予
算
案
の
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
事
項
を
中
心
に
審
議
を
継
続
す

る
が
、
そ
の
日
取
り
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
十
三
・
十
四
日
　
土
木
厚
生
委
員
会

　
十
六
日
　
　
　
　
産
業
経
済
委
員
会

　
十
八
・
十
九
日
　
総
務
文
教
委
員
会

　
な
お
、
総
文
委
員
会
の
あ
と
本
会
議

再
開
ま
で
の
六
日
間
は
議
案
整
理
に
あ

て
ら
れ
る
。

　
こ
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
て
い
る
案

件
は
い
ず
れ
も
予
算
編
成
に
関
係
の
あ

る
も
の
が
主
で
、
そ
の
中
に
は
、
敬
老

祝
金
支
給
条
例
・
ね
た
き
り
老
人
見
舞

金
支
給
条
例
・
重
度
心
身
障
害
児
快
養

手
当
支
給
条
例
と
い
っ
た
条
例
制
定
や

県
道
の
高
原
田
地
内
に
歩
道
を
新
設
し

て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
等
が
あ
る
。

齢－．
《らし

　
　
月
と
い
う
月

　
　
は
、
役
場
や

学
校
に
と
っ
て
、

年
度
の
締
め
く
く

り
で
あ
る
と
同
時

に
新
年
度
の
準
備

も
重
な
り
、
気
ぜ
わ
し
さ
だ
け
が

目
だ
つ
月
で
す
。
壺
ヨ
深
い
川
西
で

も
そ
ろ
そ
ろ
気
候
の
変
り
目
、
春

耕
の
足
立
日
さ
え
日
増
し
に
近
づ
く

と
い
・
つ
の
に
、
難
問
題
に
は
気
が

重
く
な
り
ま
す
。

＠　　
こ
ろ
で
、
春
分
の
日
は
土
曜

　
　
日
。
連
休
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
こ

の
連
休
あ
た
り
で
ス
キ
ー
と
も
お

別
れ
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か

ス
キ
i
熱
は
年
々
盛
ん
で
、
さ
る

｝
臼
の
羽
黒
山
滑
降
・
回
転
選
手

権
大
会
に
は
全
町
か
ら
参
加
者
が

あ
っ
た
と
か
。
特
別
に
写
真
班
に

委
嘱
す
る
か
ら
と
、
冗
談
ま
じ
り

な
が
ら
公
民
舘
主
事
に
依
頼
さ
れ

た
取
材
を
す
っ
ぽ
か
し
、
盛
況
だ

っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
と
き
は

あ
と
の
祭
り
で
し
た
。
シ
ー
ズ
ン

も
つ
ま
っ
て
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
皆

さ
ん
ケ
ガ
に
だ
け
は
ご
用
心
。

㊤　　
婦
の
み
な
さ
ん
に
は
米
の
と

　
　
ぎ
汁
の
こ
ん
な
活
用
方
法
を

①
た
け
の
こ
や
ご
ぼ
う
の
よ
う
に

ア
ク
が
強
く
そ
の
ま
ま
で
は
食
べ

に
く
い
野
菜
を
と
ぎ
汁
で
ゆ
で
こ

ぼ
す
と
早
く
ア
ク
が
ぬ
け
る
②

ぬ
り
物
の
お
わ
ん
や
茶
器
入
れ
等

の
く
さ
味
を
と
る
の
に
ふ
っ
と
う

さ
せ
て
洗
え
ば
効
果
的
③
顔
を

洗
う
と
は
だ
が
つ
や
つ
や
し
て
き

め
が
こ
ま
か
に
な
る
。

、

》
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（う）

ー
国
民
年
金
の
五
年
年
金
制
度

六
五
歳
で
年
三
万
円
の
年
金
を

　
老
齢
者
の
皆
さ
ん
に
耳
寄
り
な
話
を

お
届
け
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
末
に
行
な
わ
れ
た
国
民
年
金
法

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
五
年
間
保
険

料
を
納
め
れ
ば
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
の
た
め

の
五
年
年
金
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
の
拠
出
制
の
年

金
制
度
が
発
足
し
た
昭
和
三
十
六
年
四

月
に
、
国
民
年
金
制
度
に
加
入
し
な
か

っ
た
高
齢
者
に
対
し
、
も
う
一
度
、
年

金
を
う
け
ら
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
制
度
で

加
入
で
き
る
の
は
、
次
の
要
件
を
備
え

て
い
る
か
た
で
す
。

の
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
同

　
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生

　
ま
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

口
昭
和
三
十
六
年
四
月
に
国
民
年
金

　
に
加
入
し
て
い
な
い
こ
と
。

日
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合

　
の
被
保
険
者
や
組
合
員
で
な
い
こ
と

隔
四
公
的
年
金
制
度
か
ら
、
老
齢
（
退

　
職
）
年
金
・
通
算
老
齢
（
退
職
）
年

　
金
を
う
け
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
、

　
う
け
る
資
格
期
間
の
な
い
こ
と
。

　
加
入
の
申
込
み
は
、
す
で
に
一
月
か

ら
役
場
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
六

月
末
日
で
締
め
切
ら
れ
、
そ
の
後
は
希

望
し
て
も
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
は

　
　
月
額
七
五
〇
円

　
加
入
の
申
込
み
を
す
る
と
、
国
民
年

金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
国
民

年
金
手
帳
に
基
づ
い
て
申
込
み
を
し
た

月
か
ら
五
年
間
、
月
額
七
百
五
十
円
の

保
険
料
を
納
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
年

額
三
万
円
（
月
額
二
千
五
百
円
）
の
老

齢
年
金
が
支
給
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
保
険
料
を
五
年
間
納
め
た
と

き
六
十
五
歳
に
な
っ
て
い
な
い
人
は
、

六
十
五
歳
か
ら
年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す

　
こ
の
五
年
年
金
制
度
に
該
当
す
る
年

代
の
人
は
、
た
と
え
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
七
十
歳
か
ら
老
齢

福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
福
祉
年
金
に
は
所
得
に
よ
る

…
》
（
～
～
～
～
～
～
～
多
7
～
～
～
ξ
～
～
～
多
㌔
」
ノ
ζ
～
多
～
～
！
￥
』
ノ
【
～
～

　
〃
不
幸
な
交
通
事
故
に
遭
遇
し
た

か
た
に
、
会
員
相
互
の
助
け
合
い
に

よ
っ
て
見
舞
金
を
お
く
る
。
〃
の
が

目
的
の
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合

は
、
県
下
の
百
四
市
町
村
が
共
同
で

結
成
し
た
組
合
で
す
。

　
組
合
の
共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日

い
た
か
た
で
も
、
あ
ら
た
め
て
、
会

費
を
添
え
て
加
入
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
掛
金
（
会
費
）
は

お
と
な
：
：
：
：
：
三
六
〇
円

中
学
生
以
下
　
：
：
：
三
〇
〇
円

　
各
戸
に
お
配
り
す
る
申
込
書
用
紙

・
全
治
三
か
月
以
上
：
：
五
万
円

・
　
〃
　
一
か
月
　
〃
　
：
：
二
万
円

・
　
〃
　
一
週
間
　
〃
　
：
：
五
千
円

　
町
に
住
ん
で
い
る
か
た
は
、
ど
な

た
で
も
、
年
齢
に
制
限
な
く
、
簡
単

な
手
続
で
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
嘱
託
員
を
通
じ
て
の
申
込
み
は
、

制
限
が
あ
っ
て
、
全
員
が
必
ず
し
も
う

け
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
す
る
資
格
の
あ
る
人
で
ま
だ
手

続
が
す
ん
で
い
な
い
人
は
、
急
い
で
加

入
の
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
間
題
で

お
困
り
の
方
は

　
小
海
八
太
郎
さ
ん
（
小
根
岸
）
が
、

二
月
一
日
付
で
、
引
き
続
き
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
私
的
制
裁
・
強
制
圧
迫
・
酷
使
虐
待

差
別
待
遇
・
生
活
権
の
侵
犯
な
ど
で
お

困
り
の
か
た
が
お
り
ま
し
た
ら
、
他
に

も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
安
心
し
て
委
員
宅
へ
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　
川
西
町
で
は
、
乙
の
小
海
さ
ん
の
ほ

か
、
木
村
正
吉
さ
ん
（
仁
田
）
が
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

ミ
ル
ク
支
給

　
　
産
後
は
打
ち
切
り

　
じ
ょ
う
ぶ
な
生
命
が
育
ち
、
元
気
な

赤
ち
ゃ
ん
を
生
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

町
で
は
、
妊
娠
五
か
月
か
ら
産
後
六
か

月
ま
で
の
お
か
あ
さ
ん
に
、
ミ
ル
ク
の

支
給
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
、
四
月
一
日
か
ら
産
後
は
打

ち
切
っ
て
産
前
だ
け
の
支
給
に
い
た
し

ま
す
。
妊
娠
と
わ
か
っ
た
ら
、
早
め
に

母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
）

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
〔
二
月
分
〕

◇
寄
贈
者
（
敬
称
略
・
受
付
順
）

登
坂
ユ
ミ
・
金
子
フ
ジ
ノ
・
登
坂
喜
由

松
・
小
川
駒
治
（
い
ず
れ
も
岩
瀬
）

◇
お
も
な
入
手
品

つ
ぐ
ら
・
つ
ぐ
ら
っ
こ
の
き
も
の
・
っ

ぐ
ら
巻
き
ふ
と
ん
・
し
ぶ
が
ら
み
・
わ

ら
じ
・
う
す
か
け
・
く
つ
・
み
の
・
つ

ま
か
け嘱
託
員
き
ま
る

　
　
　
　
　
：
・
：
・
：
：
⑱

〈
上
野
地
区
〉

○
新
町
新
田
、
若
山
三
郎

〈
仙
田
地
区
〉

○
小
脇
、
斉
木
誠
一
郎
　
○
霧
谷
、
佐

藤
博
夫
　
○
小
白
倉
、
江
口
初
太
郎

猟
友
会
の

野
う
さ
ぎ
狩
り

　
長
い
耳
に
赤
い
目
、
小
さ
な
し
っ

ぽ
を
振
り
振
り
野
を
駆
け
ま
わ
る
う

さ
ぎ
：
も
こ
ん
な
カ
わ
　
し
う
さ

ぎ
も
、
放
っ
て
お
く
と
と
ん
だ
い
た

ず
ら
を
す
る
も
の
で
す
。
農
作
物
や

若
木
を
食
い
荒
ら
す
の
で
す
。

鷹
謁
難
論
維
顧
繹
繍
難
～
“
“
“　
　
“
瀧

る
乙
と
に
な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
ぐ
力
入
で
き
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
い
ま
、
嘱
託
員
を
通

じ
て
四
十
五
年
度
分
の
加
入
事
務
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
際

家
族
の
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
加
入
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
加
入
の
手
続
は
毎
年
更
新
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
ず
、
い
ま
ま
で
加
入
し
て

に
氏
名
等
を
記
入
し
、
人
数
分
の
会

費
を
添
え
て
今
月
中
に
嘱
託
員
ま
で

お
届
け
ね
が
い
ま
す
。

○
見
舞
金
は

死
亡
し
た
と
き
：
：
　
　
五
〇
万
円

ケ
ガ
を
し
た
と
き

・
全
治
六
か
月
以
上
：
　
一
〇
万
円

　
毎
年
、
こ
の
野
う
さ
ぎ
駆
除
の
た

め
数
百
匹
と
な
く
退
治
し
て
も
、
そ

の
数
は
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
秋
に
は
、
鳥
獣
を
保
護
す
る

意
味
か
ら
設
定
さ
れ
た
赤
谷
休
猟
区

で
、
関
係
機
関
と
川
西
町
猟
友
会
の

粋
を
集
め
た
野
う
さ
ぎ
の
特
別
駆
除

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
た
、
白
銀
の
広
い
山
野
に

ハ
ン
タ
ー
の
銃
の
立
臼
が
、
勢
子
（
せ
こ
）

　
た
だ
し
、
年
度
の
中
途
で
加
入
し

た
場
合
に
は
、
掛
金
を
納
入
し
た
日

の
翌
日
か
ら
共
済
期
間
が
始
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
加
入
者
数
は
、

町
の
人
口
の
約
二
八
％
に
当
た
る
三

千
二
百
九
十
九
人
で
し
た
ゆ

～
う
う
～
～
～
～
薯
ノ
【
～
～
～
～
～
～
～
7
～
～
タ
タ
2
～
～
～
～
～
ミ
ノ
〔
タ
～
～
7
～
～
～
タ

広報ヌ忽

手

の
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

　
こ
の
白
い
世
界
の
、
ど

こ
に
ひ
そ
ん
で
い
た
の
力

飛
び
出
す
う
さ
ぎ
に
ハ
ン

タ
ー
の
目
が
向
け
ら
れ
、

寸
秒
を
お
か
ず
銃
口
が
き

ま
り
ま
◎
　
一
挙
一
動
に

と
き
の
声
が
あ
が
り
ま
す

　
数
時
間
が
経
過
し
ま
し

た
。
獲
物
が
集
め
ら
れ
ま

す
。
　
「
ひ
と
つ
・
ふ
た
つ

　
　
　
　
　
お
び
た
だ
し

い
数
の
う
さ
ぎ
が
頭
を
並

べ
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
の
成
果
が
、
や
が

て
は
、
緑
の
山
を
つ
く
り

黒
土
の
中
の
農
作
物
の
成

長
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。
　
寛
治
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　戸外ではねまわるこどもの事

こ
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
近
く
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

　
ケ
ガ
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、
木
登
り

ひ
と
つ
や
ら
な
い
こ
ど
も
に
育
っ
て
も

困
り
ま
す
。
こ
ど
も
の
遊
ぴ
に
は
、
有

形
無
形
の
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
（
上
の
写
真
は
、
昨
年
、
保
育
園
の

入
園
式
の
日
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
）

榊
霧
隷
響
驚
難
癒
繍
織
騰

灘
灘
難
鰹
灘
灘

繕
灘
灘
難
繋
鰹
灘
騰
雛
灘
灘
織
融
辮
蝋

　
こ
れ
か
ら
は
、
急
に

戸
外
で
遊
ぷ
機
会
が
多

く
な
る
せ
い
か
、
あ
る

い
は
、
長
い
冬
か
ら
の
開
放
感
も
手
伝

っ
て
か
、
こ
ど
も
の
戸
外
で
の
事
故
が

目
だ
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
入
学
（
園
）
児
の

　
　
　
交
通
事
故
防
止

　
例
年
の
よ
う
に
、
四
月
に
は
い
る
と

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
新
入
学
児
童

新
入
園
児
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
は
、
警
察
や
町
の
交
通

対
策
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
指
導
、

取
締
り
を
強
化
い
た
し
ま
す
が
、
家
庭

で
も
、
こ
れ
ら
や
学
校
ま
か
せ
に
し
な

い
で
、
通
園
・
通
学
に
は
、
回
り
道
で

欝
羅

　　難
　藝油碓

籍

も
安
全
な
道
路
を
通
る
よ
う
に
よ
く
注

意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
と
く
に
、
登
校
（
園
）
の
際
よ
り
帰

り
に
交
通
事
故
は
多
い
よ
う
で
す
か
ら

そ
ん
な
傾
向
を
よ
く
つ
か
む
こ
と
も
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
・
茶
の
間
で
も
で
き
る

　
　
　
　
　
家
族
の
交
通
教
室

　
・
と
び
出
す
な

　
　
　
　
路
地
で
も
車
の
通
る
道

　
●
こ
ど
も
ら
も
見
て
い
る

　
　
　
　
あ
な
た
の
歩
き
方

た
め
池
や
川
に
も
注
意

　
ま
た
、
交
通
事
故
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
め
池
や
水
か
さ
の
増
す
川
な

ど
も
危
険
こ
の
上
な
し
で
す
。

　
た
め
池
に
は
必
ず
サ
ク
を
作
っ
て
、

ほ
ん
と
う
の
交
通
安
全
町
に

　
　
　
4
月
6
日
か
ら

　
　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
こ
と
し
は
、
新
入
学
児
・
新
入
園
児
　
　
　
0
車
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対

の
交
通
事
故
防
止
と
あ
わ
せ
て
、
四
月
　
　
　
　
に
酒
を
飲
ま
せ
な
い

六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
　
　
◎
駐
車
違
反
を
排
斤

国
い
っ
せ
い
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
享
．
　
　
　
　
県
道
（
千
手
地
内
）
の

　
雨
ヨ
解
け
と
と
も
に
交
通
量
の
激
増
す

る
状
態
、
そ
れ
は
、
交
通
事
故
の
危
険
　
駐
車
禁
止

性
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
　
　
四
月
一
日
か
ら
、
小
千
谷
・
千
手
・

　
交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
だ
け
の
こ
　
十
日
町
線
の
丸
山
工
務
所
前
か
ら
川
西

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も
、
み
ん
　
中
学
校
入
口
ま
で
の
間
が
、
次
の
よ
う

な
で
次
の
点
を
よ
く
確
認
し
、
こ
と
し
　
に
片
側
駐
車
禁
止
に
な
り
ま
す
。

こ
そ
、
こ
の
町
か
ら
交
通
事
故
を
追
放
　
　
＊
奇
数
日
は
東
側
が
駐
車
禁
止

す
べ
き
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
偶
数
日
は
西
側
が
駐
車
禁
止

◎
正
し
い
横
断
の
励
行
　
　
　
　
　
　
　
ー

◎
横
断
中
の
歩
行
漠
護
の
徹
底
　
春
先
の
防
犯
心
得

◎
こ
ど
も
と
老
人
の
歩
行
者
に
対

　
　
す
る
注
意
の
徹
底
　
　
　
　
　
　
く
駐
在
所
V

◎
飲
酒
運
転
の
徹
底
的
追
放
　
　
　
　
　
春
先
に
は
各
種
の
犯
罪
が
続
出
い
た

　
　
O
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
　
　
し
ま
す
。
車
上
ね
ら
い
、
バ
イ
ク
盗
み

　
　
運
転
し
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
巣
ね
ら
い
の
ほ
か
、
商
店
や
事
務

所
も
盗
人
に
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
夜
間
は
車
庫

　
等
に
完
全
格
納
す
る
こ
と

②
家
を
る
す
に
す
る
時
や
夜
間
は
戸

　
締
り
を
厳
重
に
す
る
こ
と

③
現
金
や
貴
重
品
は
確
実
に
管
理
す

　
る
こ
と

　
も
し
、
被
害
に
直
面
し
た
ら
、
す
ぐ

に
警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

や
み
酒
を
追
放
〃

　
　
H
十
日
町
税
務
署
”

　
ぶ
ど
う
酒
や
ど
ぶ
ろ
く
な
ど
の
密
造

は
、
皆
さ
ん
の
良
識
と
自
覚
に
よ
っ
て

減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
，
し
か
し
、
跡

を
断
っ
た
と
は
い
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
酒
類
の
密
造
は
、
国
の
財
政
に
支
障

が
あ
る
だ
け
で
な
ノ
＼
健
康
の
う
え
か

ら
も
有
害
で
す
。
そ
の
う
え
、
法
律
違

反
と
い
う
こ
と
が
家
庭
を
暗
く
し
ま
す

　
明
る
い
家
庭
・
明
る
い
地
域
を
築
く

た
め
に
、
密
造
の
悪
習
を
み
ん
な
の
力

で
追
放
し
て
く
だ
さ
い
。

〃
密
造
酒

　
　
　
お
ら
が
村
か
ら

　
　
　
　
　
　
追
放
だ
〃

　
　
　
　
（
中
学
生
標
語
募
集
作
品
）
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声
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お
す
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や
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に

太清小村
田田川越

伸雄恭
彦一司要

寅良靖嘉

治一夫郎
』二長長二二
，男：男男女

田原高野
　　原
中田田口

所
得
税
・
贈
与
税

申
告
と
納
期
限
は

十
六
日
で
す

大
平
壮
一
剛
士
長
男
原
田

滋
野
健
一
凱
二
長
男
野
口

田
口
　
悟
正
敏
二
男
木
落

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

星
名
芳
子

相
崎
ナ
カ

丸
山
熊
三
郎

長
谷
川
チ
ヤ

冨
井
庚
治

上赤下沖伊

野谷原立友

七七六六二
五三八一六

星
名
　
ヨ
サ
　
　
伊
　
友
　
　
七
八

渡
貫
　
サ
キ
　
　
新
町
新
田
　
八
一

水
落
謙
三
郎
　
　
仁
　
田
　
　
八
二

蔵
品
　
磯
吉
　
　
霜
　
条
　
　
八
六

高
橋
　
キ
イ
　
　
四
郎
兼
　
　
九
〇

清
水
　
恒
太
　
　
下
平
新
田
　
九
〇

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

◎
新
郎
　
川
崎
　
卯
吉
　
越
ケ
沢

（
◎
新
婦
小
林
未
子
群
馬
か
ら

　
所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
と
納

税
の
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
、
こ
と

し
は
今
月
十
六
臼
で
す
。

　
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
た
は
、
い
ま
、
す
ぐ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
申

告
書
の
書
き
方
」
　
・
「
所
得
税
の

確
定
申
告
の
手
ぴ
き
」
・
「
贈
与

税
の
申
告
の
し
か
た
」
な
ど
を
よ

く
読
み
、
な
お
不
明
の
点
は
、
早

め
に
税
務
署
に
ご
相
談
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
小
わ
琶

藷
太
叢
選

　
　
　
　
寺
尾
白
井
　
ト
ヨ

爺
ヨ
像
の
照
明
に
弔
ヨ
降
っ
て
を
り

心
に
も
頬
に
も
ぬ
く
く
雪
解
風

蛋
ヨ
ぐ
つ
も
布
団
も
屋
根
に
干
さ
れ
あ
り

　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
凡
石

屋
根
と
屋
根
語
り
合
ひ
つ
つ
布
団
干
す

市
と
町
を
つ
な
ぐ
橋
あ
り
柳
の
芽

　
　
　
　
元
町
田
畑
　
東
洋

遠
近
に
子
等
呼
ぴ
交
し
春
の
山

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
　
文
峯

土
管
吐
く
立
日
高
ら
か
に
春
の
水

雌
短
歌
”
　
根
津
と
さ
子

池
袋
に
入
り
来
し
貨
車
の
屋
根
の
雪
わ

が
ふ
る
さ
と
の
雪
思
う
な
る

食
堂
に
入
り
て
疲
れ
を
い
や
し
つ
つ
造

花
の
色
を
鮮
や
か
と
思
う

’

、

イの

、
『




